
２年 整数のひき算 ３位数－２位数（繰り下がり２回）

【ねらい】
３位数－２位数（十，百の位から繰り下がり）の筆算の仕方について，既習の筆算の仕方を基に

２回繰り下がりのある筆算の仕方を考え，説明することができる。

かおりさんは，１４６まいの
課 色紙をもっています。

妹に８９まいあげました。のこ
題 りは何まいですか。
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１ 自分の考えをペアで発表し合う。
集

団

思

考

今までのひき算とどこが違うのかな。

百の位と十の位に気を付けて筆算の仕方

を考えましょう。

①絵や図にかいて考えるとで
きそうだよ。

②十の位と一の位に分
けると筆算でもでき
るんじゃないかな。

③今まで学習した繰り下がり
のある筆算を使って計算で
きそうだよ。

①絵にかいて考えました。 ②十の位と一の位に分

けて計算しました。

③筆算で計算しました。

●既習事項を想起さ
せ，一人一人に考
えをもたせる。

●考えの根拠を意識
させる。児童がど
こで悩んでいるか
を把握し，必要に
応じて助言する。

●全ての児童に発表
機会を確保する。
共通点や相違点，
疑問点を確認させ
る。

一の位の計算ができない。

１４６を１３０と１６に分ける。
１６－９ならばひくことができる。

１４６ － ８９

１３０ １６ ８０ ９
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だから ５０＋ ７＝５７
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５ ７
①６から９はひけないので十の位から１繰

り下げる。 １６－９＝７
②十の位は３になっている。３から８はひ

けないから百の位から１繰り下げると，
十の位は １３－８＝５
５０と７をたして５７になる。 答え５７枚

一の位も十の位もがひけないときは，

どうやって繰り下げればいいのかな。

筆算で考えたんだけど，十の位はど

うしたの？

私も筆算で計算したんだけど，一の位がひけないか

ら，まず十の位から１繰り下げて１６－９＝７。十の

位は３になっているから，３から８はひけないから，

同じように百の位から１繰り下げて計算して５。百の

位は０になったから，５７になったわ。

１ ４ ６
－ ８ ９

５ ７

・一の位６から９はひけない。
・十の位から１繰り下げて計算する。
・一の位は１６－９＝７
・十の位は３になって３－８

はひけないから，百の位から
１繰り下げる。（百の位は０）

１３－８＝５だから ５７になる。
答え ５７枚



２ それぞれの考え方を発表し，共通点から筆算の仕方について話
し合う。

３ 繰り下がり２回の筆算の仕方をまとめる。

ま ○ 適用問題に取り組む。（教科書や単元問題ライブラリー)
と
め

友達の考え方で似ているところはどんなこと

かな。それぞれの「位」に注目してみよう。

●十の位から１繰り
下げるときと同様
に，百の位から１
繰り下げて計算し
ていることに気付
かせる。

十の位がひけないときは，百の位

から繰り下げればいいのね。

繰り下がりが２回あるときの筆算で，

大切なことはどんなことですか。

一の位はひけないから十の位から繰り下げる。

同じように十の位もひけないから百の位から１繰

り下げている。

繰り下がりが２回あるときも，位の小さ

い方から計算すればいいんだね。繰り下げ

ているところは，１小さくなっていること

に気を付けないといけないね。

●適用問題に取り組
ませ，実感をもた
せて理解させる。

一の位から順番に計算します。一の位がひけないから，

始めに十の位から１繰り下げます。次に十の位がひけない

ときは百の位から１繰り下げれば計算できます。

繰り下げた位は，１小さくなっていることを忘れないで

計算することが大切です。

●類型化した考え方
を教師が意図的に
発表させる。「位」
を話合いの視点と
して示し，共通点
に気付かせる。


